
SNSをきっかけとする子どもへの性暴力が後をたちません。
自画撮り画像の送信被害や、性的な目的を隠して子どもに近づき
手なずける「グルーミング」といった犯罪行為など、SNSを介して起きる
性被害について、保護者や教師も気づきにくいなかで、どうやって子どもの
SOSに気づき、被害の防止や早期の支援につなげていくのかを考えます。

主催 愛媛県男女共同参画センター
共催 ひめここ（えひめ性暴力被害者支援センター）、愛媛県教育委員会

Ⅱ各論編 13：30～15：30 対面のみ

「子どもへの性犯罪・性暴力被害を
防ぐために私たちにできること」

Ⅰ総論編 10：00～12：00 対面orオンライン

「子どもの性被害とSNS」

エンパワーメントカレッジ2025

支援者のためのアドバンスセミナー

令和7年7月29日（火）必着募集：

講師プロフィール

各50名程度、Ⅰ総論編オンライン：80名程度
先着順として対面希望者が多数の場合、

空きがあればオンラインへ変更

定員：

愛媛県男女共同参画センター
3F研修室（松山市山越町450番地）

会場：

受講料・託児 無料参加費：

対象： 困難な課題を抱える女性等（子ども、男性含む）
を支援する対人援助職
（相談員、臨床心理士、カウンセラー、教員等）

追手門学院大学 心理学部 心理学科 教授

さくらい つつみ

櫻井 鼓さん
SNSで起きている子どもの
性被害の実態

オンライン上の子どもへの
性的グルーミングについて
等

子どもの心理、加害者の心理

架空事例から考える被害に気
づくポイント等

Ⅰ総論編

Ⅱ各論編

講座の主な内容（予定）

追手門学院大学 教授/横浜思春期問題研究所副所長
公認心理師、臨床心理士、教育学博士。警察庁犯罪被害
者支援室、神奈川県警察本部被害者支援室で初の心理
職員として犯罪被害者支援に従事した後、2019年より
追手門学院大学心理学部准教授。2024年より現職。
現在は、(公社)神奈川被害者支援センターの専門委員

(心理)及び登録カウンセラーとして、犯罪被害者等支援
に携わるほか、性的虐待、性暴力よる犯罪被害者等の心
理鑑定やトラウマ研究に従事。こども家庭庁、警察庁の
有識者委員を務める。
著書：『「だれにも言っちゃだめだよ」に従ってしまう子
どもたち たくみに手なずける「ずるい言葉」 』（WAVE
出版）、共編著書：『精神分析とトラウマ』（金剛出版）、
『SNSと性被害』（誠信書房）ほか多数。
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Ⅰ総論編 来館 Ⅰ総論編 オンライン Ⅱ各論編 来館

えひめ女性財団公式SNS

愛媛県男女共同参画センターでは、
研修、会議、ヨガ、ダンスの練習など
幅広くご利用いただけます。
施設利用予約はこちらから

えひめ施設利用予約システム

https://yoyacool.e-harp.jp/ehime
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